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新新語

十番勝負

　資源小国である日本。ところが、ある見方を導入すると様相が一転して、日本が金属資源の大国にな
るというのです。レアメタルなどの天然資源はアフリカ諸国に豊富に存在します。しかし、近年、金属
価格が高騰したため、家電製品などの廃棄物を金属資源と考え、潜在的な「宝庫」として捉える概念が
「都市鉱山」なのです。

都市鉱山

共 済 コ ー ナ ー
　

私
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
加
入
が

き
っ
か
け
で
、
セ
ッ
ト
共
済

に
加
入
し
ま
し
た
。

　

「
1
年
間
、
掛
金
無
料
、

共
済
の
魅
力
を
体
験
し
て
欲

し
い
」
と
役
員
の
方
か
ら
勧

め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

「
タ
ダ
ほ
ど
こ
わ
い
も
の

は
な
い
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
ま
す
。
営
利
を
目
的

と
し
た
商
品
に
は
当
て
は
ま

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
助

け
合
い
の
共
済
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
違
う
と
思
い
加
入
し
ま
し

た
。

　

市
職
労
へ
の
「
信
頼
」
が

「
加
入
の
決
め
手
」
で
し
た
。

　

「
東
日
本
大
震
災
」
の
被

災
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
地

震
見
舞
金
や
共
済
金
が
交
付

さ
れ
た
と
聞
き
、
毎
月
少
し

ず
つ
の
掛
金
が
、
今
回
、
被

災
さ
れ
た
仲
間
の
方
々
の
役

に
た
て
た
こ
と
を
す
ご
く
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
共
済
が

「
助
け
合
い
」
だ
と
い
う
の

は
、
こ
の
こ
と
だ
な
ぁ
と
実

感
し
ま
し
た
。　

　

役
員
の
方
が
、「
共
済
」

を
増
や
し
て
い
る
目
的
も
こ

こ
に
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

■
今
年
も
職
場
に
新
規
採
用
職
員
を
迎
え
ま

し
た
。
私
が
新
規
採
用
職
員
を
迎
え
ま
し

た
。
私
も
新
規
採
用
の
時
に
配
属
さ
れ
て
い

た
職
場
に
復
帰
し
、
そ
こ
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

新
規
採
用
を
迎
え
、
遠
い
昔
を
思
い
出
し
な

が
ら
毎
日
を
す
ご
し
て
い
ま
す
。

 

乗
鞍　

弘
仁
（
八
尾
市
職
労
）

■
高
齢
者
が
働
け
る
職
場
を
多
く
し
て
欲
し

い
。 

南　

邦
男
（
枚
方
市
職
労
）

■
4
月
の
給
与
が
下
が
っ
て
い
ま
し
た
。
夏

の
ボ
ー
ナ
ス
は
ど
う
な
る
こ
と
か
…
。
心
配

で
す
。 

合
羽　

利
加
（
八
尾
市
職
労
）

■
今
年
の
4
月
か
ら
異
動
で
約
1
ヶ
月
に
な

り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
色
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

杉
野　

光
男
（
大
東
市
職
労
）

■
９
条
の
会
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
紹
介
さ

れ
た
携
帯
サ
イ
ト
「
ケ
ー
タ
イ
憲
法
」
に
掲

示
板
を
開
設
し
ま
し
た
。
憲
法
を
守
る
立
場

で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
も
う
一
度
「
ケ
ー

タ
イ
憲
法
」
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

藤
岡　

誠
（
泉
佐
野
市
職
労
）

■
仲
間
の
声
を
「
そ
う
だ
そ
う
だ
」
と
思
い

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。

 

今
泉　

政
信
（
枚
方
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　子どもを保育所に入れるために保護者が行う活動。東京23区のある区の保育所に申し込んだ人は
入所できず、自治体から「100人待ちです」と言われたそうです。場合によっては「就活」「婚活」よりも
大変とまで言われています。でも本来、児童福祉法第24条を守っていれば「保活」なんて必要ないは
ず。「入れる保育所がない！」という怒りは、法律を守っていない自治体に向けられるべきなのです。

保　　活

タ
テ
の
カ
ギ

❶
小
学
校
で
の
算
数
、
中
学
は
？

❷
卒
業
〇
〇
〇
彼
に
は
一
度
も
会
っ
て

な
い

❸
〇
〇
に
置
け
な
い
人
物

❺
も
は
や
議
論
の
〇
〇
は
な
い

❻
一
員
。
〇
〇
〇
〇
が
足
り
な
い

❼
す
ぐ
れ
た
人
。
〇
〇
〇
の
伝
記

❾
た
め
ら
う
こ
と
。
〇
〇
〇
〇
〇
な
く

決
断
す
る

13
「
骨
を
折
る
」「
油
を
売
る
」
等
、

日
常
よ
く
使
わ
れ
る
表
現

15
動
物
的
な
〇
〇
が
冴
え
る

16
雨
の
多
い
こ
と
。
高
温
〇
〇

17
大
入
り
〇
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
〇
御
礼

18
行
き
来
。
車
の
〇
〇
〇
〇
が
絶
え
な

い
19
は
か
り
で
計
っ
た
重
さ
。
〇
〇
〇
で

売
る

21
値
段
が
高
い
こ
と
。
〇
〇
〇
な
衣
装

23
損
失
、
浪
費
。
時
間
の
〇
〇
だ

25
都
道
府
県
を
代
表
す
る
長

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
永
世
中
立
国
と
言
え
ば
こ
の
国

❹
団
体
等
で
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
資

格
を
奪
う
こ
と
。
〇
〇
〇
〇
処
分

❽
裏
口
か
ら
通
じ
て
い
る
道

10
め
ず
ら
し
い
こ
と
。
前
代
未
聞
の
〇

〇
〇

11
農
作
物
に
〇
〇
を
与
え
る
虫

12
体
操
競
技
の
ひ
と
つ
、
〇
〇
運
動

14
朝
昼
〇
〇
の
三
度
の
食
事

15
計
算
機
。
ガ
イ
ガ
ー
〇
〇
〇
〇
〇

17
干
潮
の
対
語

19
剣
道
で
の
決
ま
り
手
の
一
つ

20
〇
〇
の
東
西
を
問
わ
な
い

21
亀
の
〇
〇
よ
り
年
の
〇
〇

22
エ
ジ
プ
ト
の
首
都

24
共
犯
者
同
士
が
〇
〇
〇
〇
を
合
わ
せ

る
26
塩
分
を
含
ま
な
い
水
。
〇
〇
〇
〇
魚

27
次
の
時
。
〇
〇
〇
ま
わ
し

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
６
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
２

年
７
月
号
の
紙
面
に
掲
載

３
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
２
年
３
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ハ
ル
イ
チ
バ

ン
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
23
通
の
解

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の

５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
久
米
盛
次（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
馬

嶋
信
夫（
大
阪
市
公
労
）▼
三
輪
恵
梨
子

（
大
阪
府
職
労
）
▼
中
澤
徳
子（
守
口
市

職
労
）
▼
杉
谷
民
治（
寝
屋
川
市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：エネルギー分野で生物由来の資源のこと

３月号の解答
「ハルイチバン」

大阪自治労連　第22回囲碁・将棋大会 
 （４月28日）

「
豊
か
で
安
全
な
学
校
給
食
を
め
ざ
す

大
阪
連
絡
会
」
が
対
府
交
渉

大阪自治労連青年部　新歓パーティ

　大阪府は「中学校給食導入促進事業」
（事業実施期間：2012年度～2016年度の
５年間）として、「民間調理場活用方式」や
「選択性（喫食率の制限設定をしない）」も
補助の対象とした結果、「民間調理場から
弁当形式で運んでくるため、腐敗防止の
観点が優先され、冷温状態で喫食するこ
ととなり、おいしくない」、「民間業者が経
営的観点から安易に撤退する」などの問
題がでていることを懇談で伝えました。
　今後の課題として、民間調理場での衛
生管理、食材の産地把握、喫食率の実数
把握と喫食率向上のための指導・援助、
また、2012年３月末までに提出した「実
施計画書」の見直しを可能とし、時限を
設けず補助を行うことなど、自校調理方
式での中学校給食を実施することを大阪
府に訴えました。

　新入職員の皆さん、おめでとうご
ざいます。府内の自治体に働く青年
たちで楽しい時間を過ごしましょ
う。仕事の枠をこえていろんな人と
出会えるパーティです。

と　き：６月２日（土）18：30～
ところ：なんば道頓堀ホテル
　　　　 （地下鉄御堂筋線・千日前

線なんば駅25番出口　徒歩
３分）

参加費：新入職員は無料
申し込み： 各単組の組合事務所およ

び組合役員まで

　近畿ブロック・全国大会に向けて囲碁７人・将棋５人が参加。
　対戦は総当たりで、囲碁歴40年の倉脇道広さん（吹田市職労）
と、将棋歴39年の松田秀之さん（東大阪市職労）が優勝しました。
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「
タ
ダ
ほ
ど
こ
わ
い

「
タ
ダ
ほ
ど
こ
わ
い

も
の
は
な
い
？
」

も
の
は
な
い
？
」

被
災
者
に
見
舞
金

被
災
者
に
見
舞
金

「
助
け
合
い
」を
実
感
！

「
助
け
合
い
」を
実
感
！

共
済
に
は　
　
　
　

共
済
に
は　
　
　
　

当
て
は
ま
り
ま
せ
ん

当
て
は
ま
り
ま
せ
ん

囲碁入賞の皆さん。前列左から３位の成
川忠光さん、優勝の倉脇道広さん、準優
勝の姫井敬一さん（いずれも吹田市職
労）。年１、２回みんなで旅行に行った
先で囲碁を楽しみます　　　　　　　　

将棋入賞の皆さん。左から３位の佐々木
啓二さん（大阪市労組）、優勝の松田秀
之さん、準優勝の山中実さん（茨木市職
労）　　　　　　　　　　　　　　　　

（４月26日）

ハマヤ コワダカ
スリキズ カイバ
カモ イカ キン
イ カガミモチ
ムジンコウ エ

カサ ジウ マル
ササミ チヤンス
クビスジ シキン


